
～北谷中 & 桑江中～
生徒会長の声

令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!５ ３
令和5年3月２日（木）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

北谷中学校 生徒会長

渡久地 政希

桑江中学校 生徒会長

瀬名波 春道

編
集
後
記

あ
ざ
や
か
な
イ
ッ
ぺ
ー
に

春
の
訪
れ
を
感
じ
つ
つ
、
海

開
き
を
心
待
ち
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

各
議
員
が
様
々
な
形
で
町

民
の
皆
さ
ま
と
交
流
し
、
町

民
の
声
を
町
政
に
届
け
実
践

し
て
い
る
議
会
の
様
子
を
届

け
ら
れ
る
『
議
会
だ
よ
り
』

に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
協

力
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
か
ら
「
ご
意
見
箱
」

を
１
階
の
公
衆
電
話
の
隣
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
へ
も
足
を
お

運
び
頂
き
た
い
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
議
会

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
た
、
録

画
で
も
ご
視
聴
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

副
委
員
長
　新
垣 

千
秋

広
報
調
査
特
別
委
員
会
　

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
で

す
り
さ
～
さ
～
!

主
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P2P3
P4,5
P6,7

裏
表
紙

P8-23

補
正
予
算
・
条
例
の
制
定
・
改
正

手
数
料
特
例
条
例
・
国
保
税
条
例

請
負
契
約
・
抗
議
決
議
・
意
見
書

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

【
一
般
質
問
】
16人

が
登
壇
！
町
政
を
問
う
！

北
谷
中
・
桑
江
中
　
～
生
徒
会
長
の
声
～

CH
A
 A
SH
IBI K

ID
’S FESTA

2022（
チ
ャ
ー
ア
シ
ビ
ー
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
）北
谷
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
と
司
会
の
あ
り
ん
くり
ん
さ
ん

北
谷
中
学
校
生
徒
会
長
の
渡
久
地

政
希
で
す
。好
き
な
こ
と
は
、自
分
も

楽
し
み
な
が
ら
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
で
す
。苦
手
な
こ
と
は
、暗
い
道
を

一
人
で
歩
く
こ
と
で
す
。

生
徒
会
長
と
し
て
の
今
年
の
抱
負

は
、
北
谷
中
学
校
の
生
徒
一
人
一
人

が
学
校
生
活
を
思
う
存
分
楽
し
め
る

最
高
の
一
年
に
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、僕
の
思
う「
北
谷
町
の
良
い

と
こ
ろ
」は
、
景
色
が
き
れ
い
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し
め
る
場
所
が
多

い
こ
と
で
す
。最
後
に「
未
来
の
北
谷

町
」は
、北
谷
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
る
観
覧
車
の
よ
う
な
大
き
な
シ
ン

ボ
ル
の
建
設
と
、SD

Gs

を
意
識
し

た
教
育
や
企
業
の
誘
致
な
ど
で
す
。

未
来
の
た
め
に
、
僕
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
学
校
で
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
今
年
の
目
標
は
、
生
徒
会

長
と
し
て
桑
江
中
学
校
の
み
ん
な
が

楽
し
く
、
そ
し
て
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
こ
と
と
、
桑
江
中
学
校

で
良
か
っ
た
な
、
と
み
ん
な
が
思
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
生
徒
一
人

一
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
北
谷
町
が
た
く
さ
ん
の

人
達
で
毎
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
好
き
で
す
。

気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
給

食
の
食
器
で
す
。な
ぜ
な
ら
、食
べ
づ

ら
く
、持
ち
に
く
く
、マ
ナ
ー
も
悪
く

な
る
感
じ
が
す
る
か
ら
で
す
。

最
後
に
ぼ
く
は
、
北
谷
町

が
た
く
さ
ん
の
人
達
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
！
そ
れ
が

こ
の
先
何
年
も
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

2022年
12月

定
例
会

令
和
5年
2月
20日

発
行

会
議

HPは
コ
チ
ラ
か
ら

C
h
e
c
k!

W
inter
冬
号

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  仲
地
泰
夫

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
82円

で
す
。
HPア

ド
レ
ス：

〒
904-0192   沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
1番
1号

TEL（
098）936-3382　

FAX（
098）936-9712

https://w
w
w
.chatan.jp/chogikai/ 北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
護
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
を
認
証

さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。
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令和4年度令和4年度北谷町一般会計補正予算北谷町一般会計補正予算（第6号）（第7号）（第6号）（第7号）

令和4年度令和4年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）（第2号）
（第3号）（第3号）

令和4年度令和4年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算会計補正予算北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算会計補正予算（第2号）（第2号）
（第3号）（第3号）

（第6号）11月29日 歳入歳出予算総額 204億6,477万2千円
主な歳出 補正予算額 1億1,904万2千円 原

案可決
原
案可決
原
案可決主な内容　●子育て世帯臨時特別給付金給付事業･････････････1 億 940万円の増

（第7号）12月13日 歳入歳出予算総額198億2,246万9千円
主な歳出 主な内容　●学校給食センター整備事業（建設）･･･････ 10億3,176万9千円の減

原
案可決
原
案可決
原
案可決歳入歳出予算総額 4億729万3千円補正額 20万円

原
案可決
原
案可決
原
案可決

原
案可決
原
案可決
原
案可決補正額 24万1千円 補正額 4,606万1千円

（第2号）11月29日 （第3号）12月13日

提案理由
沖縄県国民健康保険運営方針において、標準的な保険料（税）算定方式が「三方式（所得割額、被保
険者均等割額、世帯別平等割額）」と示されているのに対し、本町の算定方式が「四方式（所得割額、
資産割額、被保険者均等割額、世帯別平等割額）」であることから賦課方式及び保険税率を変更する必
要がある。改正概要は、資産割額を令和 5 年度に半減、令和 6 年度に廃止とする一方、所得割額、被
保険者均等割額、世帯別平等割額について引上げを行うもの。

賛成多数で

原
案可決
原
案可決
原
案可決

反対討論／高安克成 議員 賛成討論／仲宗根由美 議員主な討論

北谷町手数料の特例に関する条例の制定北谷町手数料の特例に関する条例の制定

北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

マイナンバーカードを利用したコンビニ交付サービスによる各種証明発行手数料を現行の 200 円から
10 円に引き下げることで、マイナンバーカードの利便性を住民に実感してもらい、マイナンバーカード
のさらなる普及を図るため

提案理由

コンビニ交付サービスによる各種証明発行手数料を200円･→･10円に引き下げ

特例処置期間は･令和5年4月1日から令和8年3月31日までの3年間

コンビニで取得できる証明書

●印鑑登録に関する証明
●住民基本台帳に関する証明
●戸籍の附票に関する証明
●諸税に関する証明

2:08:54から2:08:54から
スタートスタート

0:23:19から0:23:19から
スタートスタート

1:22:03から1:22:03から
スタートスタート

0:31:10から0:31:10から
スタートスタート

委員長報告
市町村が抱える構造的な課題解決、負担の公平性を進めるため、沖縄県では将来的に保険料（税）水準の
統一化を目指すこととしている。それに向けて激変の負担を緩和したいと考えるため、ゆるやかな変化と
なるように早めに取組たいとのこと。「先に3方式に変更し、保険料の改定は後にできないか。2年くらい
の間、資産割にあたる金額は町で負担できないか」の質疑に対し、「その間の資産割にあたる部分の負担をすることは可能
と考えるが、さらに町の一般会計の負担が増えることになる。環境整備が義務化され、保険料（税）水準の統一を目指そう
としているところ。国は統一を加速化していこうとする中で、保険料（税）水準の統一が始まった場合、被保険者の保険料が
一気に上がることとなる。ゆるやかな変化で少しでも長い期間をかけ被保険者の負担を減らしたい」との答弁。各委員から

「10回払いとしている市町村もある。本町でも8回ではなく10回払いとし1回の支払いを減らすことが必要」「8割の方が
負担増となる。負担増となる子育て世帯や困窮世帯へ国保とは別に救済策や支援のための施策に取り組むよう」意見が出
された。賛成討論として、「国が見合った負担をするべき。国保料（税）水準の統一化が進む中で、先延ばしをすることは、被
保険者に一括で負担が増えることになる。また、国保料の算定方式が四方式から三方式に変わることで、今まで課題となっ
ていた資産割が解消され不公平感もなくなる。町に対し、国保だけではなく全体で子育て世帯や困窮世帯に対する支援策
をやって頂くということも申し入れ、国が統一化を加速するという中で賛成せざるを得ない。国保料は、国の負担分をしっ
かりと増やすべきである」があった。採決の結果、全会一致で原案の通り可決すべきものと決定した。

1:15:23から1:15:23から
スタートスタート

PICK
UP!

PICK
UP!

北谷町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

主な内容：
国家公務員の定年年齢引き上げ及び地方公務員
法の一部改正に伴う改正

原
案可決
原
案可決
原
案可決発案者は

議　員　・　委員会
町　長　・　住　民

条例の
制　定　・　改　正

廃　止

主な内容：個人情報の保護に関する法律の改正に基づいた条例制定

発案者は
議　員　・　委員会
町　長　・　住　民

条例の
制　定　・　改　正

廃　止

条例の
制　定　・　改　正

廃　止

発案者は
議　員　・　委員会
町　長　・　住　民

北谷町情報公開・個人情報保護審査会
条例の制定について 原

案可決
原
案可決
原
案可決

北谷町個人情報の保護に関する法律施
行条例の制定について 原

案可決
原
案可決
原
案可決

条例の制定・改正条例の制定・改正
北谷町議会議員の議員報酬・費用弁償
及び期末手当てに関する条例の一部を
改正する条例ついて

北谷町職員の給与に関する条例及び北
谷町長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例について

主な内容：人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に伴う改正

発案者は
議　員　・　委員会
町　長　・　住　民

条例の
制　定　・　改　正

廃　止

条例の
制　定　・　改　正

廃　止

原
案可決
原
案可決
原
案可決

発案者は
議　員　・　委員会
町　長　・　住　民

原
案可決
原
案可決
原
案可決

賛成多数で

40億6,368万円歳入歳出予算総額 41億974万1千円歳入歳出予算総額

条
例
の
制
定
・
改
正

補
正
予
算
・
条
例
の
制
定
・
改
正
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不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための
経済的支援制度の確立を求める意見書経済的支援制度の確立を求める意見書

PICK
UP!

陳　情陳　情
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金を用いた負担軽減についての要望書

「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済
的支援制度の確立を求める意見書」の採択を求める陳情書

有機フッ素化合物（PFAS）汚染から
県民の健康と生命を守る陳情

帯状疱疹ワクチン接種費用の
公費助成に関する陳情書

陳情者：�一般社団法人中部地区医師会

陳情者：おきなわ子どもの多様な学びを考える会 陳情者：�有機フッ素化合物（PFAS）汚染
から市民の生命を守る連絡会

陳情者：一般社団法人中部地区医師会

趣
旨採択
趣
旨採択
趣
旨採択

採
択
採
択
採
択

採
択
採
択
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

　　　　　　現状では、教育機会確保法第3条の基本理念第2項に明記される「不登校児童生徒が行う多様な学習活動の
実情を踏まえ、個々の状況に応じた必要な支援」が果たされているとはいえない状態であり、早急な具体的対策を講じる必
要があると考える。
　よって、国において不登校支援の一部である多様な学習機会を確保するための具体的対策として、下記の事項について強く
要請する。
１　�教育機会確保法制定に際し、衆議院文部科学委員会と参議院文教科学委員会がそれぞれ附帯決議した内容である「不
登校の児童生徒が、いわゆるフリースクール等の学校以外の場において行う多様な学習活動に対しては、その負担の軽
減のための経済的支援の在り方について検討し、その結果に基づき必要な財政上の措置を講ずること」を進めること。

２　いわゆるフリースクール等民間施設の設立及び運営補助金等の経済的支援制度の確立を講じること。

提出理由

　　　　　　PFAS 汚染は世界的な環境・健康の危機であり、生存権の問題である。国際的にPFAS 規制が厳格化され
る動向と、2022 年にPFAS 市民連絡会が行った血中濃度検査の結果をエビデンスに、県民の生命と暮らしを守らなけれ
ばならない。
　よって、町民の生命、財産、安全を守る立場から関係機関に対し、国の責任において下記の事項を実施するよう強く要
請する。
１　米国環境保護局（EPA）等の指針を参考にして、PFAS 規制を立法化すること。
２　県民の健康と生命を守るために、国の責任で疫学調査、環境調査を実施すること。
３　汚染源が疑われる米軍基地の立ち入り調査を、政府が主権国家として実施すること。
４　米軍の環境汚染に関し情報公開させ、それに基づいて汚染を浄化させること。

提出理由

文教厚生常任委員会委員長　新垣千秋提出者

米須清一郎、友利勉提出者

照屋正治、大浜ヤス子、新垣千秋、仲宗根由美、津嘉山えり子、奥平紋子、玉那覇淑子賛成者

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、厚生労働大臣、環境大臣、防衛大臣、沖縄及び北
方対策担当大臣、外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長

あて先

請負契約請負契約
北谷町文化発信拠点整備
工事（建築）請負契約

北谷町文化発信拠点整備
工事（電気設備）請負契約

北谷町文化発信拠点整備
工事（機械設備）請負契約

北谷町文化発信拠点展示物
等の製造請負契約

契約額：8億7,010万円
商号：株式会社大興建設・株式会社オーエスディー
　　  特定建設工事共同企業体

契約額：1億2,782万円
商号：有限会社ヤマシタ電気設備・中部電気サービス
　　  特定建設工事共同企業体

契約額：1億9,737万7千4百円
商号：有限会社万代設備・興和設備
　　  特定建設工事共同企業体

契約額：3億1,900万円
商号：株式会社　丹青社
代表者：高橋　貴志

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

米軍人による
道路交通法違反事件

F―15イーグル戦闘機の
老朽化に伴い新たに暫定配備された
F－22ステルス戦闘機による騒音増加

抗議決議及び意見書抗議決議及び意見書

全会一致全会一致でで可決可決!!!!
1月11日（水）に要請行動を行いました！1月11日（水）に要請行動を行いました！

嘉手納基地第18航空団、外務省沖縄事務局、沖縄防衛局嘉手納基地第18航空団、外務省沖縄事務局、沖縄防衛局

PICK UP!

有機フッ素化合物（PFAS）汚染から有機フッ素化合物（PFAS）汚染から
県民の健康と生命を守る意見書県民の健康と生命を守る意見書

PICK
UP!

全会一致で全会一致で

可
決
可
決
可
決

全会一致で全会一致で

可
決
可
決
可
決

請
負
契
約
、
抗
議
決
議
及
び
意
見
書

陳
情
・
意
見
書
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果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
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名
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一
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友
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照
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正
治

大
浜
ヤ
ス
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宮
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廣
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友
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友
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那
覇
淑
子

仲
地
泰
夫

第529回　北谷町議会臨時会（令和4年11月29日｢火｣）
北谷町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議

北谷町職員の給与に関する条例及び北谷町長等の給与
及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和4年度北谷町一般会計補正予算（第6号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和4年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第2
号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

専決処分の承認を求めることについて（北谷町が宜野
湾市の公共下水道を使用することについて） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　�案
議
決
結
果
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友
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友
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夫

米軍人による道路交通法違反事件に対する抗
議決議 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する意
見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

F-15イーグル戦闘機の老朽化に伴い新たに暫定
配備されたF-22ステルス戦闘機による騒音増加
に対する抗議決議

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

F-15イーグル戦闘機の老朽化に伴い新たに暫定
配備されたF-22ステルス戦闘機による騒音増加
に対する意見書

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生
命を守る陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健
康と生命を守る意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 － 退 〇 〇 議

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
用いた負担軽減についての要望書 趣旨採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 議

帯状疱疹ワクチン接種費用の公費助成に関する陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × － × × × 議

「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のた
めの経済的支援制度の確立を求める意見書」の採択を
求める陳情書

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 議

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保
のための経済的支援制度の確立を求める意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 議
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第530回　北谷町議会定例会（令和4年12月13日｢火｣～12月22日｢木｣）
北谷町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定につ
いて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町手数料の特例に関する条例の制定
について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する
等の条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について 原案可決 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議

北谷町都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和 4年度北谷町一般会計補正予算（第 7号）につ
いて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和 4年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第
3号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和 4年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 2号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

桑江総合運動場門扉事故に関する和解等について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和 3年度奈留川排水路 POL部分改修工事請負契約
の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町文化発信拠点整備工事（建築）請負契約につい
て 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町文化発信拠点整備工事（機械設備）請負契約
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町文化発信拠点整備工事（電気設備）請負契約
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町文化発信拠点展示物等の製造請負契約について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

     臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は
（－）、疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は（欠）としてい
ます。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議 )としています。議長に事故等がある場合は、
副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権 )はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権 )があります。
特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

継続審査 北谷町保育士確保緊急対策事業の継続交付の要望について（陳情）【文教厚生常任委員会】

議員派遣の件

嘉手納基地弾薬庫地区の視察研修　　　令和５年２月６日（日）
町村議会副議長研修会・交流会　　　　令和５年１月３０日（月）
町村議会新人議員研修会　　　　　　　令和５年１月３１日（火）
町村議会女性議員交流会　　　　　　　令和５年２月１４日（火）
町村議会議員・事務局職員研修会　　　令和５年２月１５日（水）

閉会中の継続審査・議員派遣の件

P5

P5

P3

P4

P4

P3

PICK
UP!

PICK
UP!

12月定例会では
19人中16人が
登壇しました

議員が聞いた！
今とこれから

一般質問
　町の様々な課題等について、議員が提言も
含めて町に考えを聞く「一般質問」。各議員
それぞれの切り口で町政を問います。ぜひ
議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は

PICK
UP!

PICK
UP!

PICK
UP!

PICK
UP!

議
決
結
果
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否
一
覧
表

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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物
価
高
騰
対
策
は

 

国
や
県
の
経
済
対
策
等
に
よ
る

町
民
及
び
事
業
者
へ
の
支
援
は

 

国
の
物
価
高
騰
対
策
は
、電
気
・

ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
。

県
の
補
助
は
お
き
な
わ
物
価
高
対

策
支
援
金
。
本
町
で
は
、
高
齢
者

支
援
と
し
て
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う

券
、
事
業
者
支
援
と
し
て
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
及
び
プ
レ
ミ
ア

ム
付
デ
ジ
タ
ル
観
光
商
品
券
事
業

を
実
施
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
事
業
を
実
施
予
定
。

 

交
付
金
を
使
っ
て
、
さ
ら
な
る

支
援
が
で
き
な
い
か

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
形
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

交
付
要
項
等
が
ま
だ
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

早
急
に
町
民
支
援
に
結
び
付
け
た

い
。

 

物
価
高
騰
は
日
用
品
、
必
需
品

等
に
影
響
す
る
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
等
は
使
い
道
が
制
限
さ
れ

る
の
で
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の

で
は

 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
事
業

者
支
援
に
特
化
し
た
も
の
。
事
業

者
も
含
め
、
満
べ
ん
な
く
支
援
が

行
き
渡
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
け
る
東
部
地

域
の
住
環
境
・
生
活
環

境
の
改
善
は

 

策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
む

か
、
方
針
を
伺
う

 

東
部
地
域
は
幅
員
4
メ
ー
ト
ル

未
満
の
生
活
道
路
が
多
く
住
宅
が

密
集
し
、
建
替
え
及
び
緊
急
車
両

の
通
行
が
困
難
で
あ
る
等
の
課
題

が
あ
る
。
市
街
地
更
新
及
び
維
持

や
活
性
化
に
向
け
た
土
地
利
用
方

策
の
検
討
を
進
め
、
地
区
の
特
性

に
応
じ
た
建
替
え
の
促
進
や
防
災

機
能
の
強
化
を
図
り
、
都
市
基
盤

施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

 

今
後
の
予
定
は

 

庁
内
策
定
委
員
会
、
各
分
野
の

専
門
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
外
部
検

討
委
員
会
で
最
終
的
に
都
市
計
画

審
議
会
に
諮
問
し
答
申
を
得
た
の

ち
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
正
式
に
策
定
さ
れ
る
。

 

東
部
地
域
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か

 

土
地
所
有
者
、
建
物
所
有
者
、

居
住
者
と
権
利
関
係
調
査
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
き
居
住
者
や
関

係
者
等
の
意
向
調
査
を
行
う
予

定
。
令
和
6
年
度
以
降
、
住
民
と

行
政
が
協
働
で
居
住
者
優
先
の
計

画
づ
く
り
を
目
指
す
。

F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
支
援

と
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、観

光
交
流
活
性
化
に
つ
い
て

 
3
Ⅹ
3
（
ス
リ
ー
エ
ッ
ク
ス
ス

リ
ー
）
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

な
い
か

 

3
Ⅹ
3
（
ス
リ
ー
エ
ッ
ク
ス

ス
リ
ー
）
の
コ
ー
ト
が
3
面
あ
る

安
良
波
公
園
の
利
用
が
適
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
会
場
の
規
格
の

適
合
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
方
法
、

イ
ベ
ン
ト
費
用
や
費
用
対
効
果
等

を
ふ
ま
え
、
今
後
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
町
内
認
可
保
育
園
に
お
け
る
保

育
士
配
置
の
問
題
に
つ
い
て

●
災
害
時
に
備
え
た
避
難
訓
練
と

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
要
配
慮

者
の
支
援
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

 

町
職
員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

研
修
の
実
施
を
し
た
こ
と
は

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
令
和
元
年

9
月
に
、
管
理
者
向
け
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
研
修
は
同
年
10
月
に
実

施
。

 

令
和
2
年
、
令
和
3
年
、
今
年

度
の
実
施
は

 

令
和
2
年
、
令
和
3
年
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
年
度
は
年
明
け
に

行
う
予
定
。

 

相
談
や
実
際
に
対
応
し
た
こ
と

は

 

北
谷
町
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
規
定
に
基
づ
く
相
談
員
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
相
談
員
の
助
言
で

解
決
し
た
事
案
が
あ
る
。

町
内
認
可
保
育
園
に
関

す
る
報
道
に
つ
い
て

 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

 

本
年
7
月
に
県
と
中
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
の
監
査
が
予
定

さ
れ
て
い
た
。
関
係
者
か
ら
監
査

に
先
立
っ
て
現
状
を
説
明
し
た
い

と
申
し
出
が
あ
り
、
中
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
に
同
席
を
依
頼

し
聴
き
取
り
を
行
っ
た
。
内
容
は

保
育
士
が
配
置
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
等
の
情
報
。

し
か
し
当
該
監
査
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
延
期

と
な
っ
た
。
8
月
24
日
、
保
育
所

関
係
者
か
ら
保
育
士
が
配
置
基
準

を
満
た
し
て
な
い
旨
の
連
絡
が
あ

り
、
8
月
26
日
に
本
町
職
員
が
現

場
確
認
を
し
、
配
置
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
状
況
を
確
認
。
9
月

6
日
、
町
か
ら
県
及
び
中
部
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
に
対
し
、
早

め
の
監
査
及
び
事
前
通
知
無
し
の

監
査
を
要
望
。
9
月
28
日
、
中
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
当
該

保
育
園
に
監
査
を
実
施
。
9
月
29

日
、
こ
の
件
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
10

月
12
日
、
北
谷
町
の
認
可
保
育
園

が
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

と
の
報
道
が
さ
れ
た
。
10
月
19
日
、

24
日
に
実
施
さ
れ
る
監
査
に
先
立

ち
当
該
保
育
園
の
保
護
者
と
保
育

士
か
ら
町
へ
現
状
の
訴
え
を
含
む

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
監
査
前

に
県
と
中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
に
対
し
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
関
係
者
か
ら
更
な
る
聴

き
取
り
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
事

実
確
認
を
行
う
よ
う
依
頼
し
た
。　

11
月
21
日
、
監
査
の
結
果
通
知
を

受
理
し
た
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
砂
辺
国
有
地
と
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶

覧
の
P
F
A
S
汚
染
調
査
に
つ

い
て

●
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
に
つ

い
て

●
地
域
活
性
化
・
世
代
を
超
え
て

の
交
流
に
つ
い
て

Q 物価高騰に対し、どのように取り組んで
いくのかQ 町職員へハラスメントのアンケートや研修を実

施したことがあるか

A 幅広く、包括的に支援が行き届くように取り組んでいくA 令和元年に実施した

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

米米
こめすこめす

須須  清清
せいいちろうせいいちろう

一郎一郎    議員議員新新
しんがきしんがき

垣垣  千千
ちあきちあき

秋秋    議員議員

物価高対策がひろく行き渡るように!

子どもたちの安全を1番に考えよう!

ハラスメントを未然に防ごう!
（総務省ホームページより）

FIBAワールドカップを通して、更なるスポーツ振興を!

一
般
質
問

一
般
質
問
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育
英
会
事
業
と
修
学
援

助
に
つ
い
て

 

奨
学
金
を
返
済
で
き
な
い
若

者
が
急
増
し
、
進
学
を
諦
め
る
理

由
と
し
て
、
貧
困
が
上
げ
ら
れ
る

が
、
年
間
の
給
付
型
奨
学
金
を
増

や
せ
な
い
か

 

北
谷
町
育
英
会
の
給
付
型
奨
学

金
及
び
貸
与
型
奨
学
金
と
併
用
は

不
可
の
た
め
、
対
象
者
へ
は
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
を
案
内

し
て
い
る
。

 

給
付
型
奨
学
金
の
応
募
者
に
対

す
る
審
査
基
準
を
問
う
。
ま
た
上

限
人
数
は

 

審
査
基
準
は
、
北
谷
町
育
英
会

会
則
第
31
条
に
定
め
て
い
る
。
毎

年
度
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
給

付
対
象
者
を
決
定
し
て
お
り
、
上

限
人
数
は
定
め
て
な
い
。

 

給
付
型
奨
学
金
を
利
用
し
て
い

る
学
生
に
、
奨
学
生
の
要
件
に
該

当
し
て
い
る
か
書
類
審
査
を
行
っ

て
い
る
か

 

給
付
型
奨
学
金
の
受
給
者
に
毎

年
度
4
月
に
支
給
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
書
類
審
査
を
行
い
、
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は

支
給
を
継
続
し
て
い
る

交
通
安
全
に
つ
い
て

 

町
道
宮
城
1
号
線
と
宮
城
5

号
線
の
交
差
点
に
お
け
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
英
語
標
識
と
駐
車
禁
止

に
つ
い
て
以
前
質
問
し
た
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
浜
川
小

学
校
正
門
前
付
近
の
ス
ピ
ー
ド
標

識
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
標
識
の
設

置
を
求
め
る
が
所
見
は

 

町
道
宮
城
1
号
線
と
宮
城
5

号
線
の
交
通
安
全
対
策
は
、
一
時

停
止
を
促
す
路
面
標
示
の
カ
ラ
ー

舗
装
に
よ
る
強
調
及
び
電
柱
へ
の

S
T
O
P
英
語
表
示
。
駐
車
禁
止

対
策
は
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
の
設
置
で

対
応
。
浜
川
小
学
校
正
門
前
付
近

に
ス
ピ
ー
ド
標
識
及
び
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
標
識
設
置
は
、
沖
縄
警
察

署
と
協
議
し
て
い
く
。

 

浜
川
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
道
路
上
に
ゾ
ー
ン
30
を
設
置
で

き
な
い
か

 

自
治
会
、
基
地
・
安
全
対
策
課
、

土
木
課
及
び
沖
縄
警
察
署
と
連
携

し
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
た
め
の
交

通
安
全
対
策
の
整
備
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

公
園
整
備
と
遊
具
に
つ

い
て

 

宮
城
区
3
班
に
あ
る
児
童
公
園

は
浜
川
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備

事
業
で
、
建
設
会
社
の
ヤ
ー
ド
で

使
わ
れ
て
い
た
。
今
後
公
園
と
し

て
の
利
用
は
可
能
か

 

工
事
が
終
了
し
、
子
ど
も
の
遊

び
場
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

 

宮
城
運
動
場
に
長
い
間
、
使
用

禁
止
の
遊
具
が
あ
る
が
、
使
用
再

開
は
あ
る
か

 

宮
城
屋
外
運
動
場
は
、
17
年

が
経
過
し
、
遊
具
は
耐
用
年
数
を

超
え
て
経
年
劣
化
が
著
し
い
状
態

で
、
安
全
領
域
の
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
箇
所
が
あ
り
、
撤
去
、

修
繕
な
ど
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

 

宮
城
区
3
班
の
児
童
公
園
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
な
い
か

 

児
童
公
園
の
活
用
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
や
自
治
会
、
管
理
し
て

い
る
子
ど
も
家
庭
課
と
調
整
す

る
。

0
〜
2
歳
児
ま
で
の
保

育
料
無
償
化
及
び
保
育

士
の
確
保
に
つ
い
て

 

小
規
模
保
育
所
は
、
園
児
の
定

員
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
町
か
ら

の
補
助
が
得
ら
れ
ず
、
保
育
園
側

の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
欠
員
対
策
に
つ
い
て

町
の
考
え
は

 

保
育
入
所
の
受
け
入
れ
数
を
割

れ
る
こ
と
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、

公
立
保
育
所
に
0
歳
〜
2
歳
児
ま

で
の
利
用
定
員
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
町
内
の
認
可
保
育
所
が
経
営

を
継
続
で
き
る
よ
う
対
処
し
た

い
。

 

北
谷
町
の
子
ど
も
の
数
の
動
向

は 

3
年
間
の
人
口
推
移
か
ら
見

る
と
人
口
減
少
、
少
子
化
は
加
速

化
し
て
い
る
。

 

0
〜
2
歳
児
の
利
用
定
員
の
調

整
を
行
な
っ
て
も
定
員
割
れ
が
続

く
場
合
は
、
他
の
市
町
村
か
ら
の

広
域
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
か

 

広
域
で
他
市
町
村
か
ら
受
け
入

れ
て
定
員
を
埋
め
る
と
、
本
町
の

待
機
児
童
数
が
増
加
す
る
懸
念
が

あ
り
、
他
市
町
村
か
ら
の
受
け
入

れ
は
考
え
て
い
な
い
。

 

保
育
士
不
足
に
よ
り
園
児
の
受

け
入
れ
が
で
き
ず
、
待
機
児
童
が

発
生
す
る
状
況
に
お
い
て
、
保
育

士
確
保
対
策
に
つ
い
て
町
の
考
え

は 

こ
れ
ま
で
国
・
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
保
育
士
確
保
に
努
め

て
お
り
、
町
の
単
独
補
助
事
業
に

も
取
り
組
み
、
保
育
士
確
保
の
た

め
の
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

 

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度

ま
で
、
3
年
間
の
補
助
を
す
る
町

単
独
の
保
育
士
の
処
遇
改
善
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

 

事
業
の
終
了
を
待
ち
事
業
評
価

を
行
っ
た
上
で
、
事
業
の
継
続
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て

 

町
民
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
販
売
目
標
と
販
売
状
況

は 

1
次
販
売
、
2
次
販
売
の
合
計

約
6
万
6
，0
0
0
冊
が
販
売
目

標
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
4
年
12

月
に
完
売
。

 

12
月
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
観

光
客
向
け
の
「
北
谷
デ
ジ
た
ん
た

ん
券
」
に
つ
い
て
、
配
布
す
る
ホ

テ
ル
の
選
定
理
由
は

 

沖
縄
県
感
染
防
止
対
策
認
証
制

度
の
認
定
を
受
け
た
宿
泊
施
設
で

あ
る
こ
と
、
金
券
に
類
す
る
購
入

引
換
券
を
管
理
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
に
購
入
方
法
等
を
説
明
し
宿

泊
者
に
購
入
引
換
券
を
お
渡
し
で

き
る
こ
と
、
宿
泊
施
設
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
当
事
業
の
宣
伝
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
登
録
要

件
と
し
、
募
集
を
行
い
選
定
。

 

こ
の
事
業
は
、
ホ
テ
ル
事
業
者

何
社
と
観
光
関
連
事
業
者
何
社
と

い
つ
話
合
い
し
事
業
実
施
を
決
め

た
の
か

 

去
る
令
和
4
年
4
月
19
日
に
開

催
し
た
、
町
内
経
済
関
係
団
体
意

見
交
換
会
に
お
い
て
、
検
討
を
開

始
し
、
令
和
4
年
8
月
の
臨
時
議

会
に
お
け
る
議
決
後
、
事
業
実
施

と
な
っ
た

道
路
行
政
に
つ
い
て

 

馬
場
公
園
入
口
の
拡
幅
工
事
の

進
捗
状
況
と
、
入
口
の
国
有
地
を

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か

 

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
令
和

5
年
度
に
設
計
業
務
を
進
め
る
予

定
。
駐
車
場
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
防
衛
局
所
管
の
国
有
地
を
活

用
す
る
必
要
が
あ
り
、
沖
縄
防
衛

局
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q 給付型奨学金制度の過去3年間の利用実
績と年間給付額はQ 0歳児～2歳児すべての子どもの保育料を無

償化できないか

A 県内大学生等は年間12万円、県外・国外大学生等は年間
24万円を給付。実績は、令和元年度17名290万円、令和
2年度17名252万円、令和3年度15名204万円を給付

A 公平性や平等性を鑑み、真に必要となる制度設計や財政の継
続負担を考慮すると現段階では厳しい

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

喜喜
きゆなきゆな
友名友名  朝朝

ちょうけいちょうけい
哲哲    議員議員與與

よぎよぎ
儀儀　　誠誠

まことまこと
    議員議員

危険な交差点!�標識等で安全対策を望む!

保育士が安心して働ける環境を!

子どもたちが楽しく遊べる公園の整備を
北谷町デジたんたん券

（北谷町ホームページより）

一
般
質
問

一
般
質
問
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町
伝
統
芸
能
行
事
開
催

と
宿
泊
税
に
つ
い
て

 

宿
泊
税
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
検
討
し
た
こ
と
が
あ

る
か

 

本
町
で
の
同
制
度
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
導
入
目
的
、
使
途
、

課
税
客
体
等
の
論
点
整
理
、
納
税

申
告
、
徴
収
体
制
等
を
含
め
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
制
度
導
入
に
際

し
て
は
総
務
大
臣
に
協
議
し
、
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既

に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
沖
縄

県
と
二
重
課
税
に
な
ら
な
い
よ
う

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
県
に

お
け
る
議
論
も
注
視
し
、
町
独
自

制
度
の
必
要
性
等
を
引
き
続
き
検

討
。

 

県
内
で
こ
の
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か

 

現
在
県
内
で
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
な
い
。

 

徴
収
方
法
、
税
率
等
を
自
治
体

で
決
め
ら
れ
る
か

 

宿
泊
税
の
徴
収
方
法
、
税
率
等

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の

条
例
に
規
定
す
る
も
の
。
沖
縄
県

で
は
観
光
目
的
税
制
度
の
導
入
施

行
に
関
す
る
検
討
委
員
会
か
ら
の

意
見
書
を
基
に
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

 

町
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数
及
び

宿
泊
料
1
万
円
以
上
の
客
数
は

 

令
和
4
年
6
月
1
日
現
在

の
本
町
の
ホ
テ
ル
等
の
客
室

数
が
2
千
9
5
7
室
、
定
員
が

9
千
9
9
8
人
。
令
和
4
年
9
月

の
沖
縄
県
内
ホ
テ
ル
等
の
客
室
稼

働
率
は
44
％
。
1
客
室
へ
の
平
均

宿
泊
者
数
を
2
名
と
仮
定
し
た
場

合
の
当
該
稼
働
率
に
お
け
る
本
町

の
年
間
宿
泊
者
数
は
約
95
万
人
と

推
計
。
町
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数

及
び
宿
泊
料
1
万
円
以
上
の
客
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

全
国
の
事
例
は

 

東
京
都
、
大
阪
府
、
福
岡
県
、

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
京
都
市
、

金
沢
市
な
ど
複
数
の
自
治
体
で
導

入
。

 

観
光
業
界
、
ホ
テ
ル
業
界
、
宿

泊
者
等
、
宿
泊
税
導
入
実
現
の
た

め
、
町
民
を
挙
げ

て
の
国
際
的
な
行

事
が
必
要
で
は
な

い
か

 

町
道
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
は
、

芸
能
団
体
、
青
年

会
等
に
と
っ
て
は

芸
能
、
エ
イ
サ
ー

等
を
披
露
す
る
場

を
生
み
だ
し
、
多

く
の
町
民
、
来
訪

者
が
観
覧
す
る
こ

と
で
観
光
に
貢
献

し
、
そ
れ
が
町
の

文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と

と
な
る
好
循
環
を

生
み
、
文
化
と
観

光
の
持
続
的
な
相

互
発
展
が
実
現
で

き
る
「
文
化
観
光
」
を
推
進
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
も
の
。
実
現
す
る
た
め

に
は
関
係
団
体
に
参
加
協
力
を
え

る
た
め
の
協
議
や
予
算
等
も
含
め

て
多
く
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

あ
る
。
観
光
協
会
、
事
業
者
、
芸

能
団
体
及
び
文
化
協
会
等
と
連
携

し
、
協
力
し
な
が
ら
実
現
性
も
含

め
て
調
査
、
検
討
す
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て

 

県
内
で
無
償
化
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
と
そ
の
財
源
は

 

13
市
町
村
が
無
償
化
を
実
施
。

国
頭
村
等
、
7
市
村
は
一
般
財
源

で
対
応
。
本
部
町
は
ふ
る
さ
と
納

税
、
名
護
市
と
金
武
町
は
米
軍
再

編
交
付
金
、
宜
野
座
村
は
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
、

与
那
国
町
は
自
衛
隊
駐
屯
地
の
土

地
賃
借
料
を
活
用
。
恩
納
村
は
、

中
学
生
の
給
食
費
を
ふ
る
さ
と
納

税
で
対
応
、
小
学
生
の
給
食
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
。
令
和
4
年
度
に
限
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
那
覇

市
及
び
浦
添
市
が
3
ヶ
月
、
中
城

村
が
6
ヶ
月
、
久
米
島
町
が
8
ヶ

月
の
給
食
費
無
償
化
を
予
定
。

 

無
償
化
に
約
6
千
万
円
の
恒
久

的
な
財
源
が
必
要
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
大
阪
市
で
は
、
財
政
調
整
基

金
、
那
覇
市
は
期
間
限
定
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
財
源
。
両

市
の
よ
う
な
財
源
を
活
用
し
、
無

償
化
を
実
施
し
な
が
ら
、
恒
久
的

な
財
源
を
当
て
は
め
て
い
け
な
い

か 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、

食
材
高
騰
に
対
応
で
き
る
。
食
材

の
高
騰
は
続
い
て
い
る
が
、
米
の

価
格
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
下
落

し
て
い
る
た
め
、
給
食
費
の
予
算

内
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
交

付
金
の
活
用
を
見
送
っ
た
。

 

財
政
調
整
基
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
額
は

 

令
和
4
年
11
月
末
現
在
の
財

政
調
整
基
金
は
約
46
億
6
千
万

円
。
令
和
4
年
度
に
交
付
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、

3
億
3
3
8
万
円
。

 

財
政
調
整
基
金
を
恒
久
的
に
使

用
す
る
の
で
は
な
く
、
財
源
を
整

え
る
ま
で
の
間
、
裏
負
担
で
き
な

い
か

 

財
政
調
整
基
金
は
積
み
上
が
っ

た
額
が
あ
る
が
、
各
公
共
施
設
の

建
替
え
、
各
地
区
公
民
館
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
商
工
業
研
修
等

施
設
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
、

博
物
館
の
運
営
費
が
必
要
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
も
次

年
度
か
ら
一
括
交
付
金
が
使
え
な

い
。
ま
た
物
価
高
に
伴
う
公
共
単

価
の
増
に
よ
る
公
共
工
事
、
各
種

公
共
工
事
が
増
額
に
な
り
、
関
連

し
て
経
常
的
な
行
政
の
運
営
経
費

も
増
に
な
っ
て
い
る
。

 

必
ず
し
も
財
政
調
整
基
金
を
全

部
使
っ
て
ほ
し
い
の
で
は
な
く
、

削
減
や
組
み
替
え
が
で
き
な
い
か

 

財
政
調
整
基
金
だ
け
で
は
な

く
、
既
存
の
事
業
の
見
直
し
、

P
F
I
の
導
入
、
長
期
的
な
財
源

計
画
を
分
析
し
、
早
々
に
給
食
費

の
無
償
化
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
。

 
政
府
は
来
年
1
月
1
日
以
降
に

生
ま
れ
る
新
生
児
1
人
あ
た
り
計

10
万
円
を
支
給
す
る
方
針
で
、
本

町
の
赤
ち
ゃ
ん
応
援
給
付
金
と
同

様
の
内
容
。
約
4
千
万
円
の
自
主

財
源
が
確
保
で
き
、
教
職
員
等
の

負
担
軽
減
策
や
未
納
額
等
か
ら
換

算
さ
れ
る
費
用
を
割
り
当
て
る
等

の
複
合
的
な
取
組
で
実
現
は
可
能

だ
と
思
う
が
所
見
を
伺
う

 

国
が
創
設
し
た
出
産
子
育
て
応

援
交
付
金
は
、
国
か
ら
交
付
要
項

や
実
施
要
項
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
後
確
認
し
な
が
ら
事
業

を
実
施
す
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
給
食
に
つ
い
て

Q 学校給食の無償化をどう実現するかQ 観光振興の財源としてホテル等宿泊税の導入
を検討したことは

A 既存の事業の見直しや、長期的な財政計画の中で分
析しながら早々に実現させるA 県の制度検討を注視し、町独自制度の必要性を検討していき

たい
詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

高高
たかやすたかやす

安安  克克
かつなりかつなり

成成  議員議員阿阿
あはごんあはごん

波根波根  弘弘
ひろしひろし

    議員議員

1日も早い給食費の無償化を!

財源の確保と複合的な取組で給食費無償化実現を!

文化・観光の発展及び地域活性化の担い手へ手厚い支援を！
(北谷町ホームページより)

観光資源を守るためにも「宿泊税」の導入を望む(北谷町ホームページより)

一
般
質
問

一
般
質
問
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運
動
施
設
の
管
理
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
問
う

 

北
谷
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

土
の
堆
積
や
芝
生
の
切
れ
目
の
段

差
等
の
改
修
は

 

指
定
管
理
者
と
協
議
し
対
応
。

 

安
全
対
策
の
面
か
ら
桑
江
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

裏
と
ベ
ン
チ
、
砂
辺
馬
場
公
園
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

裏
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
根
設
置
が
で
き

な
い
か

 

桑
江
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
様
々

な
競
技
に
使
用
さ
れ
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
裏
へ
の
屋
根
設
置
は
使
用

目
的
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
実
施

は
厳
し
い
。
ベ
ン
チ
は
金
属
部
分

が
劣
化
し
て
お
り
、
撤
去
等
も
含

め
た
対
応
を
検
討
中
。
新
た
に
屋

根
を
設
置
す
る
こ
と
は
検
討
。
砂

辺
馬
場
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
屋
根
の
設
置

は
現
在
予
定
な
し
。

 

嘉
手
納
町
・
沖
縄
市
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
よ
う
に
屋
根
の
設
置
は
で

き
な
い
か

 

桑
江
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
競
技

以
外
の
祭
等
で
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
も
踏
ま
え
調
査
す
る
。

ま
た
、
近
隣
市
町
村
の
施
設
等
も

視
察
し
検
討
す
る
。

 

体
育
館
建
設
を
要
望
す
る
声
が

あ
る
。
北
中
城
村
体
育
館
の
よ
う

に
民
間
活
力
と
連
携
し
、
体
育
館

建
設
を
す
る
考
え
は

 

場
所
や
財
源
、
管
理
体
制
等
ク

リ
ア
す
る
課
題
が
多
く
調
査
研
究

す
る
。

 

中
部
で
体
育
館
が
無
い
の
は
北

谷
町
だ
け
。
再
度
検
討
で
き
な
い

か 

近
隣
市
町
村
を
視
察
し
、
そ

の
手
法
も
研
究
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

基
地
問
題
に
つ
い
て

 

嘉
手
納
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い

る
F-

15
戦
闘
機
の
老
朽
化
に
伴

い
、
新
た
に
F-

22
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
に
置
き
換
え
ら
れ
た
配
備
計

画
が
進
ん
で
い
る
が
、
当
局
及
び

三
連
協
の
対
応
は

 

三
連
協
は
飛
行
経
路
や
騒
音

の
実
態
及
び
騒
音

苦
情
の
状
況
等
を

調
査
確
認
し
た
う

え
、
抗
議
要
請
に

向
け
た
対
応
を
協

議
。
本
町
は
三
連

協
の
協
議
に
向

け
、
運
用
の
実
態
、

町
内
5
箇
所
の
航

空
機
騒
音
測
定

結
果
の
集
約
及
び

住
民
か
ら
の
苦
情

の
状
況
等
の
情
報

収
集
を
行
っ
て
い

る
。

 

F-

22
が
6
ヶ

月
毎
に
3
機
配
備

さ
れ
る
予
定
だ
が

機
数
の
最
大
数
に

変
化
等
は

 　

米
軍
及
び

沖
縄
防
衛
局
か
ら
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
は
今
の
と
こ
ろ

無
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
ご
み
屋
敷
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

 

買
い
物
弱
者
を
支
援
す
る
た

め
、
各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
ト

ラ
ッ
ク
市
を
推
進
し
て
は
ど
う
か

 

栄
口
区
は
「
え
ぐ
ち
商
店
」、
宇

地
原
区
は
「
が
じ
ゅ
ま
る
市
」
を

実
施
。
砂
辺
区
や
美
浜
区
は
、
団

地
に
移
動
販
売
の
業
者
が
週
1
回

来
る
。
ま
た
個
人
宅
に
移
動
販
売
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
買
い
物
支
援

の
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
買
い
物
弱
者
を
地
域
が
支

え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。

 

日
常
生
活
必
需
品
を
社
会
福
祉

協
議
会
、
自
治
会
、
福
祉
課
と
連

携
を
図
り
、
も
っ
と
高
齢
者
が
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き

な
い
か

 

福
祉
課
で
も
地
域
の
自
治
会
等

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
大

手
ス
ー
パ
ー
等
で
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
置
き
配

等
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
。

公
的
支
援
を
導
入
す
る
も
の
は
最

小
限
に
止
め
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
等

を
利
用
す
る
方
向
で
調
整
を
し
て

い
く
。

 

具
体
的
な
支
援
方
法
は

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
各
種
団

体
等
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
支
援
員

と
も
相
談
を
し
、
共
同
で
購
入
を

す
る
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
支
援

を
し
て
い
く
。

教
育
行
政
を
問
う

 

県
内
の
公
立
中
学
校
で
中
間
・

期
末
な
ど
の
定
期
テ
ス
ト
の
廃
止

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
所
見
と
、
現

状
は

 

定
期
テ
ス
ト
は
出
題
範
囲
が
広

く
、
生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
早
い
段

階
で
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

効
果
的
な
補
習
指
導
に
繋
が
ら
な

い
等
が
課
題
。
単
元
テ
ス
ト
や
小

テ
ス
ト
の
導
入
に
よ
り
、
生
徒
の

主
体
性
と
学
力
向
上
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
。
単
元
テ
ス
ト
等
に
加

え
、
実
力
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
て
、

生
徒
が
自
分
の
位
置
を
把
握
す
る

こ
と
も
重
要
。
現
状
は
、
北
谷
中

学
校
は
、
中
間
テ
ス
ト
を
廃
止
し

単
元
テ
ス
ト
と
期
末
テ
ス
ト
を
実

施
。
桑
江
中
学
校
で
は
、
中
間
テ

ス
ト
・
期
末
テ
ス
ト
に
加
え
、
小

テ
ス
ト
を
実
施
。

 

国
や
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
用

件
で
進
め
て
い
く
と
い
う
認
識
で

よ
い
か

 

学
校
現
場
に
お
い
て
、
授
業
に

つ
い
て
行
け
な
い
子
ど
も
達
の
数

が
増
え
二
極
化
し
て
い
る
。
単
元

テ
ス
ト
等
で
改
善
し
て
い
く
。

教
職
員
不
足
は

 

養
護
教
諭
は
不
足
し
て
い
な
い

か
、
現
状
を
伺
う

 

今
年
度
当
初
よ
り
全
小
中
学
校

へ
配
置
。
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

●
西
海
岸
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
に
つ
い
て

●
保
育
園
問
題
に
つ
い
て

Q 高齢者が取り残されないまちづくりにど
う取り組むのかQ 北谷公園ソフトボール場の電光掲示板の修繕

予定は

A 地域の実情や個人の実情に応じて各関係機関と協力
し支援していくA 基板等が製造中止のため費用と利用頻度を合わせた検討が

必要
詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

大大
おおはまおおはま

浜浜ヤヤ
やすこやすこ
ス子ス子    議員議員照照

てるやてるや
屋屋  正正

まさはるまさはる
治治    議員議員

高齢者がもっと安心して暮らせる北谷町へ!

養護教諭は子ども達のケアのために重要!

炎天下のグラウンドに屋根やベンチを望む

航空機の騒音苦情は、24時間・無料通話「0120-773-537」へ!

一
般
質
問

一
般
質
問
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P
F
A
S
汚
染
問
題
に

つ
い
て

 

現
時
点
で
は
血
中
濃
度
検
査
は

実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
か

 

血
中
濃
度
の
基
準
値
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
不
安
を
与
え

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め

慎
重
に
検
討
。

 
ド
イ
ツ
で
定
め
ら
れ
た
基
準

値
を
基
に
、
一
定
の
判
断
は
で
き

る
。
国
に
よ
る
基
準
設
定
を
待
た

ず
に
、
血
中
濃
度
検
査
を
行
う
よ

う
求
め
る
。
不
安
を
抱
き
、
血
中

濃
度
検
査
を
求
め
る
町
民
も
い
る

た
め
、
希
望
者
に
対
す
る
血
中
濃

度
検
査
を
実
施
で
き
な
い
か
。

 

行
政
が
行
う
た
め
に
は
、
基
準

値
は
と
て
も
大
事
。
県
を
動
か
し

て
い
く
た
め
の
方
法
を
検
討
。

認
可
保
育
園
の
配
置
基

準
を
満
た
さ
な
い
可
能

性
が
あ
る
と
の
報
道
を

受
け
て

 

町
内
で
働
く
保
育
士
の
労
働
環

境
を
守
る
た
め
、
当
該
保
育
園
の

み
な
ら
ず
、
他
の
保
育
現
場
に
お

い
て
も
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
に
よ
り
精
神
的
苦
痛
を
受
け

て
い
る
保
育
士
が
い
な
い
か
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
所
見
は

 

年
明
け
、
町
内
保
育
施
設
を
対

象
と
し
た
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
予
定
。
職
場

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も
検
討
。
保

育
士
の
労
働
環
境
の
実
態
把
握
に

努
め
て
い
く
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
か
、
ま

た
収
集
方
法
は
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
な
ど
、
具
体
的
に

決
ま
っ
て
い
る
か

 

具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
保
育
士
の
意
見
を
汲
み
取
れ

る
も
の
を
検
討
。

性
に
関
す
る
学
校
現
場

の
取
組
に
つ
い
て

 

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
実

施
さ
れ
て
い
る
1
年
間
を
通
し
て

の
性
教
育
の
授
業
回
数
と
、
そ
の

内
容
や
環
境
に
つ
い
て
伺
う

 

小
学
校
で
は
、
主
に
4
年
生
以

上
の
体
育
科
で
実
施
、
各
学
年
4

時
間
ほ
ど
指
導
。
中
学
校
で
は
、

主
に
保
健
体
育
科
で
実
施
、
2
時

間
か
ら
5
時
間
程
度
指
導
。
小
学

校
・
中
学
校
と
も
に
、
教
科
横
断

的
に
性
に
関
す
る
指
導
。
基
本
的

に
は
男
女
一
緒
に
学
習
し
、
必
要

な
場
合
に
男
女
別
あ
る
い
は
個
別

指
導
を
行
う
。
高
校
で
は
、
保
健

体
育
科
の
中
で
指
導
。
理
科
、
家

庭
基
礎
・
家
庭
総
合
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
活
動
等
で
教
科
横
断
的
に
実

施
。
専
門
家
の
活
用
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
実
施
さ
れ
て
な
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
北
前
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

●
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

県
内
外
に
お
い
て
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
内
へ
の
児
童
置
き

去
り
の
事
故
が
あ
っ
た
。
確
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か

 

作
成
し
て
安
全
運
行
す
る
よ
う

に
努
め
る
。

 

子
ど
も
達
に
好
評
な
学
校
給
食

の
メ
ニ
ュ
ー
は

 

中
学
3
年
生
に
給
食
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
好
評
な
メ

ニ
ュ
ー
は
、
揚
げ
パ
ン
、
タ
コ
ラ

イ
ス
、
北
谷
の
塩
ラ
ー
メ
ン
。

 

揚
げ
パ
ン
が
出
る
の
は
半
年
に

1
回
と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
を
短

縮
し
て
3
か
月
な
い
し
1
月
に
1

回
、
出
せ
な
い
か

 

カ
ロ
リ
ー
も
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
毎
月
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
食
育
が
根
底
に
あ
り
、
そ

の
中
で
子
ど
も
達
が
楽
し
く
給
食

を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
現
場
と
調

整
し
な
が
ら
検
討
。

 

桑
江
総
合
運
動
場
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
一
部
芝
生
化
の
今
後
の
計
画
は

 

現
在
、
計
画
は
な
い
。

 

北
谷
町
体
育
施
設
等
の
開
館
等

に
つ
い
て
伺
う

 

桑
江
総
合
運
動
場
、
宮
城
屋
外

運
動
場
の
開
場
時
間
は
、
午
前
7

時
か
ら
午
後
10
時
。
一
般
町
民
等

が
気
軽
に
使
え
る
施
設
と
し
て
重

要
な
施
設
。
令
和
4
年
度
は
、
4

月
か
ら
現
在
ま
で
町
民
等
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
学
校
体
育
施
設
の
開

放
事
業
が
あ
り
、
町
内
小
中
学
校

の
運
動
場
及
び
体
育
館
を
登
録
団

体
等
の
利
用
者
に
開
放
。

北
谷
公
園
野
球
場
建
て

替
え
は

 

今
後
の
改
修
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

 

具
体
的
な
方
針
等
は
な
い
が
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
陸
上
競
技
場

等
、
各
施
設
が
持
つ
特
殊
性
、
機

能
性
、
利
用
状
況
、
残
り
の
耐
用

年
数
な
ど
公
園
全
体
と
し
て
の
検

討
を
行
い
、
各
施
設
の
機
能
の
維

持
、
統
廃
合
、
今
後
必
要
と
な
る

新
た
な
機
能
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

 

北
谷
公
園
野
球
場
の
和
式
ト
イ

レ
を
修
繕
で
き
る
か

 

大
会
等
の
利
用
状
況
も
見
な
が

ら
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

道
路
行
政
を
問
う

 

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
温
野
菜
前
と
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
横
断
歩
道
の

表
示
が
見
え
に
く
い
。
白
線
の
引

き
直
し
が
で
き
な
い
か

 

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
温
野
菜
北
谷
店

前
は
年
内
に
工
事
を
行
う
予
定
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
は
沖
縄
県

公
安
委
員
会
へ
上
申
済
み
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

●
米
軍
外
来
機
飛
来
に
つ
い
て

Q 子ども達の健康を守るためPFAS血中濃
度検査の実施を検討はQ 小学校のスクールバスの児童置き去り防止対

策は

A 国の動向を見て慎重に検討A 登校便終了後及び下校便終了後に点検、清掃及び忘れ物
チェック、各座席下の確認等を実施

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

仲仲
なかそねなかそね

宗根宗根  由由
ゆみゆみ

美美    議員議員宮宮
みやざとみやざと

里里　　廣廣
ひろしひろし

    議員議員

子どもたちに人気ＮＯ．１の揚げパン！
（北谷町ホームページより）

保育士の心の安定が、園児の笑顔につながる

早急に横断歩道の白線の引き直しを! 専門家による性教育の実施を!

一
般
質
問

一
般
質
問
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教
育
行
政
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

 

建
て
替
え
予
定
地
の
選
択
決
定

の
理
由
と
当
初
の
安
全
性
の
確
保

は
担
保
さ
れ
て
い
た
か

 

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適

合
す
る
た
め
の
充
分
な
敷
地
の
確

保
、
調
理
後
2
時
間
以
内
の
給
食

提
供
が
重
要
と
な
る
た
め
、
各
小
・

中
学
校
の
中
心
付
近
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
建

設
段
階
で
地
盤
調
査
を
実
施
し
、

結
果
を
基
に
地
盤
に
合
っ
た
構
造

計
画
が
な
さ
れ
て
お
り
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。教

育
行
政「
命
の
授
業
」

を
問
う

 

命
の
替
え
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
教
育
す
る
事
業
を
取
り
入
れ
特

設
の
命
の
授
業
を
恒
例
に
す
る
考

え
は
な
い
か

 

命
に
関
す
る
授
業
は
各
学
年
3

時
間
か
ら
4
時
間
程
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
学
校
に

お
い
て
は
校
長
講
和
、
総
合
的
な

学
習
、
特
別
活
動
等
の
時
間
を
活

用
し
て
命
に
関
す
る
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

町
内
の
公
設
設

備
に
つ
い
て

 

町
内
排
水
路
の
水
の

流
れ
が
悪
い
箇
所
が
多
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
管
理
は
ど
こ
が
し

て
い
る
の
か
、
排
水
路
の

チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
程
度
の

割
合
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か 

道
路
側
溝
に
つ
い
て

は
土
木
課
の
管
理
と
な
っ

て
お
り
、
現
場
確
認
の
際

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

状
況
確
認
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。C

バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
は

 

交
通
弱
者
救
済
の
た

め
の
公
共
交
通
手
段
だ
と
思
う
が

当
初
の
目
的
と
現
状
、
住
民
か
ら

の
要
望
・
苦
情
等
を
伺
う

 

当
初
の
目
的
は
①
交
通
弱
者
の

生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
②
公
共

交
通
空
白
地
域
の
改
善
③
観
光
客

の
移
動
の
利
便
性
④
公
共
交
通
全

体
の
活
性
化
の
目
的
に
変
更
は
な

い
。
住
民
か
ら
の
要
望
・
苦
情
は

デ
マ
ン
ド
運
行
導
入
以
降
「
予
約

が
と
れ
な
い
」
と
い
う
ご
意
見
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
行

時
間
の
延
長
や
増
便
、
定
期
路
線

型
運
行
へ
の
変
更
等
、
ご
意
見
を

頂
い
て
い
る
。

Q 国民健康保険の条例改正での支援事業
をどのように考えているかQ 給食センター建て替えの趣旨と経緯を伺う

A 子育て世帯への学校給食費の完全無償化を実施A 安心安全な学校給食を継続的に提供していくために、建て替
えの方針

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

玉玉
たまなはたまなは

那覇那覇  淑淑
ひでこひでこ

子子    議員議員仲仲
なかえまなかえま

栄真栄真  惠惠
えみこえみこ
美子美子    議員議員

乳
幼
児
の
健
や
か
な
育

ち
と
園
児
の
安
心
安
全

な
保
育
を
問
う

 

保
育
所
、
認
可
外
保
育
園
等
で

は
安
心
安
全
な
保
育
が
行
き
届
い

て
い
る
か
。
指
導
責
任
は
ど
こ
に

あ
る
の
か

 

保
育
の
現
場
に
お
い
て
は
、
安

心
安
全
な
保
育
が
行
き
届
い
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
権
限

は
国
、
県
、
町
、
各
々
の
立
場
に

よ
る
権
限
が
発
生
す
る
。

 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
園
児

の
保
育
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か 

心
理
士
や
保
育
所
O
B
に
よ

る
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
加
配
保

育
士
へ
指
導
や
助
言
を
行
い
成
長

発
達
を
支
援
し
て
い
る
。

 

小
規
模
保
育
園
数
、
連
帯
す
る

施
設
は
確
実
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か 

0
歳
か
ら
2
歳
ま
で
の
預
か

り
を
行
う
小
規
模
保
育
所
数
は
6

園
。
3
歳
か
ら
卒
園
ま
で
の
受
け

入
れ
先
を
近
隣
の
保
育
園
と
連
帯

施
設
と
し
て
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

国
民
健
康
保
険
の
条
例

改
正
に
つ
い
て

 

国
民
健
康
保
険
の
賦
課
方
式
が

一
部
改
正
さ
れ
る
条
例
が
提
案
さ

れ
た
。
四
方
式
か
ら
三

方
式
に
な
っ
た
場
合
の

町
民
の
負
担
は
ど
う
変

わ
る
か

 
年
間
1
万
円
未
満

の
増
額
と
な
る
世
帯
は

約
2
千
7
5
0
世
帯
、

1
万
円
以
上
の
増
額
世

帯
が
約
1
千
2
5
0
世

帯
、
減
額
の
世
帯
が
約

1
千
世
帯
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
や
介
護
保
険
等
の
対

策
や
支
援
事
業
に
つ
い

て
伺
う

 

資
産
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ

る
減
収
分
を
所
得
割
、
平
等
割
及

び
均
等
割
り
に
配
分
す
る
と
い
う

本
町
の
賦
課
方
式
の
見
直
し
。
他

の
制
度
へ
の
影
響
は
な
い
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

 

北
谷
第
二
小
学
校
校
門

前
交
差
点
の
車
両
停
止
の
位

置
が
横
断
歩
道
の
白
線
に
近

く
、
登
校
時
の
児
童
生
徒
の

安
全
に
不
安
が
残
る
。
停
止

線
の
位
置
を
横
断
歩
道
横
断

歩
道
車
両
一
台
分
が
入
る
位

置
に
で
き
な
い
か

 

沖
縄
警
察
暑
を
通
し
て
沖
縄

県
警
察
本
部
に
確
認
を
と
っ
て
い

る
。
他
市
町
村
で
同
様
な
事
例
が

な
い
か
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
。児童生徒が安全に登下校できる環境を!町民が利用しやすい運行ルートを！（北谷町ホームページより）

子どもたちの心身が
健やかに育つ保育環境を

他人の命も自分の命も
大切にする教育を

2月上旬に改善されました

一
般
質
問

一
般
質
問
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防
災
に
つ
い
て
問
う

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
は

ど
こ
が
す
る
の
か

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
対
策
防
止
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
沖

縄
県
が
現
地
の
地
形
や
土
地
利
用

状
況
等
の
基
礎
調
査
を
行
い
、
土

砂
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐

れ
の
あ
る
区
域
を
指
定
を
し
て
い

る
。

 

指
定
基
準
は

 

土
形
要
件
と
し
て
高
さ
が
5

メ
ー
ト
ル
以
上
、
傾
斜
角
度
が
30

度
以
上
の
崖
地
、
ま
た
、
社
会
要

件
と
し
て
土
地
の
利
用
状
況
を
も

と
に
基
礎
調
査
箇
所
を
選
定
し
、

そ
の
調
査
結
果
に
よ
り
区
域
を
指

定
し
て
い
る
。

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
、
ど
う
い
う
対
策
が
取
ら

れ
る
か

 

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
土
砂

災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び

伝
達
、
予
報
ま
た
は
警
報
の
発
令

及
び
伝
達
、
救
助
そ
の
他
必
要
な

警
戒
避
難
体
制
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
。
土
砂
警
戒
区
域
等
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
記
載
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
は
、
そ
の
区
域

内
で
の
開
発
行
為
や
建
築
物
の
規

制
対
象
と
な
る
。

 

土
砂
災
害
区
域
の
対
策
工
事
を

行
っ
た
箇
所
が
あ
る
か

 

町
内
で
は
2
箇
所
、
白
比
川
の

宇
地
原
区
内
の
白
比
川
沿
い
の
近

く
と
、
謝
苅
の
新
川
墓
地
公
園
に

向
か
う
所
の
斜
面
に
お
い
て
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
道
桃
原
東
線
の
歩
道

に
つ
い
て

 

桃
原
東
線
（
通
称
ひ
ま
わ
り

坂
）
の
歩
道
は
、
児
童
生
徒
の
登

下
校
の
際
、
歩
道
の
幅
が
狭
く
、

雑
草
が
生
え
て
く
る
と
児
童
生
徒

が
車
道
に
は
み
出
し
て
歩
く
様
子

が
見
受
け
ら
れ
る
。
桃
原
東
線
の

歩
道
の
植
栽
桝
を
撤
去
し
、
平
坦

に
し
て
安
全
柵
を
設
置
で
き
な
い

か 

植
栽
桝
の
撤
去
は
行
わ
ず
、
舗

装
材
で
植
栽
桝ま

す

に
蓋
を
し
、
歩
行

者
が
通
行
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
広

げ
て
対
応
し
た
い
。
安
全
柵
の
設

置
は
、
そ
の
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

桃
原
公
園
の
維
持
管
理

は

 

先
日
、
枯
れ
た
樹
木
の
幹
が
5

メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ
か
ら
歩
道
に

流
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
幸
い
に

ケ
ガ
人
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
桃
原
公
園
の
安
全
管
理

は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

 

常
駐
す
る
作
業
員
に
よ
る
清

掃
や
施
設
の
目
視
点
検
、
年
に
1

度
、
指
定
管
理
者
と
本
町
職
員
の

合
同
で
の
安
全
点
検
を
実
施
。
ま

た
、
遊
具
の
点
検
は
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
自
主
点
検
を
月
1
回
、

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
を
年
に
4

回
行
っ
て
い
る
。

 

桃
原
公
園
内
の
危
険
な
場
所
及

び
危
険
な
高
木
を
調
査
し
た
こ
と

が
あ
る
か

 

利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
日
々
公
園
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。
危
険
な
高
木
の

調
査
は
、
専
門
業
者
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
調
査
を
行
え
る
か
検
討

し
た
い
。

博
物
館
の
準
備
状
況
は

 

町
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
め
て

様
々
な
手
法
で
町
民
が
参
画
し
協

働
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
企
画
展

等
を
開
催
予
定
。

 

学
芸
員
は
何
人
を
い
つ
採
用
の

予
定
か

 

学
芸
員
は
2
人

を
予
定
し
、
現
在
1

人
を
採
用
。
あ
と
1

人
は
町
長
部
局
と
協

議
。 

伊
礼
原
遺
跡
と

の
一
体
活
用
、
ま
た

フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
も
検
討
で
き
な
い

か 

遺
跡
に
隣
接
し

た
博
物
館
と
い
う
立

地
を
最
大
限
に
活
か

す
た
め
、
竪
穴
式
住

居
の
復
元
や
案
内
板

の
工
夫
等
に
よ
り
博

物
館
で
学
ん
だ
内
容

を
遺
跡
で
体
感
で
き

る
よ
う
連
携
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
。

フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
等
の
撮
影

場
所
と
し
て
の
活
用
は
要
望
が
あ

れ
ば
内
容
を
協
議
し
柔
軟
に
取
り

組
み
た
い
。

 

学
校
や
生
徒
と
の
活
用
や
東
京

国
立
博
物
館
と
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
、
博
物
館
の
魅
力
を
語
る
講

演
会
は
検
討
で
き
な
い
か

 

学
校
や
東
京
国
立
博
物
館
を
は

じ
め
沖
縄
県
内
の
博
物
館
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

 「
キ
ッ
ズ
デ
ー
」開
催
を
検
討
で

き
な
い
か

 「
キ
ッ
ズ
デ
ー
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
は
、
子
ど
も
が
主
人
公
に
な

れ
る
日
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
素

晴
ら
し
い
取
組
。
町
民
と
協
働
で

実
施
で
き
る
か
、
積
極
的
に
調
査

研
究
を
行
う
。

 

博
物
館
オ
ー
プ
ン
時
に
、
企

画
展
と
し
て
、
国
宝
北
谷
ナ
ー
チ

ラ
ー
と
北
谷
城
と
刀
剣
乱
舞
の
コ

ラ
ボ
開
催
は
で
き
な
い
か

 

ま
ず
は
、
伊
礼
原
遺
跡
の
所

蔵
品
、
出
土
品
を
見
せ
て
い
き
た

い
。
コ
ラ
ボ
に
つ
い
て
は
、
北
谷

ナ
ー
チ
ラ
ー
を
所
蔵
す
る
那
覇
市

歴
史
博
物
館
と
、
協
議
を
し
て
、

可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て
調
査
検

討
。公

営
住
宅
の
整
備
拡
充

及
び
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

 

公
営
住
宅
の
整
備
拡
充
は
優
先

度
の
高
い
政
策
と
考
え
る
が
見
解

は

 

全
て
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
を

公
営
住
宅
だ
け
で
支
え
る
の
で
は

な
く
、
今
後
は
民
間
賃
貸
住
宅
等

も
活
用
し
た
住
宅
政
策
を
総
合
的

に
進
め
る
。

 

民
間
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し
た
取

組
が
で
き
な
い
か

 

民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用
し
た

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
今
後
非
常

に
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

拡
充
に
つ
い
て
今
後
、
調
査
研
究

す
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
国
の
第
2
次
補
正
予
算
に
つ
い

て

Q 町内の土砂災害区域（イエローゾーン）及び土砂災
害特別区域（レッドゾーン）の指定箇所はQ 博物館のネーミング、キャラクターの準備状況

は

A 土砂災害警戒区域（イエローゾーン）は31箇所、土砂
災害特別警戒区域（レッドゾーン）は30箇所が指定さ
れている

A 北谷町立博物館は仮称。今後、文化発信拠点として公募等も
検討し決定。まずは「ちーたん」と一緒にアピール

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

津津
つかやまつかやま

嘉山嘉山 えり えり子子
ここ

    議員議員仲仲
なかちなかち

地地  泰泰
やすおやすお

夫夫    議員議員

博物館の成功は、9割が準備で決まる！ワクワクする博物館を！

歩道に向かって生いしげる植栽

安全安心な公園の整備を求める

一
般
質
問

一
般
質
問
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～北谷中 & 桑江中～
生徒会長の声

令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!５ ３
令和5年3月２日（木）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

北谷中学校 生徒会長

渡久地 政希

桑江中学校 生徒会長

瀬名波 春道

編
集
後
記

あ
ざ
や
か
な
イ
ッ
ぺ
ー
に

春
の
訪
れ
を
感
じ
つ
つ
、
海

開
き
を
心
待
ち
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

各
議
員
が
様
々
な
形
で
町

民
の
皆
さ
ま
と
交
流
し
、
町

民
の
声
を
町
政
に
届
け
実
践

し
て
い
る
議
会
の
様
子
を
届

け
ら
れ
る
『
議
会
だ
よ
り
』

に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
協

力
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
か
ら
「
ご
意
見
箱
」

を
１
階
の
公
衆
電
話
の
隣
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
へ
も
足
を
お

運
び
頂
き
た
い
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
議
会

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
た
、
録

画
で
も
ご
視
聴
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

副
委
員
長
　新
垣 

千
秋

広
報
調
査
特
別
委
員
会
　

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
で

す
り
さ
～
さ
～
!

主
な
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【
一
般
質
問
】
16人

が
登
壇
！
町
政
を
問
う
！

北
谷
中
・
桑
江
中
　
～
生
徒
会
長
の
声
～

CH
A
 A
SH
IBI K

ID
’S FESTA

2022（
チ
ャ
ー
ア
シ
ビ
ー
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
）北
谷
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
と
司
会
の
あ
り
ん
くり
ん
さ
ん

北
谷
中
学
校
生
徒
会
長
の
渡
久
地

政
希
で
す
。好
き
な
こ
と
は
、自
分
も

楽
し
み
な
が
ら
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
で
す
。苦
手
な
こ
と
は
、暗
い
道
を

一
人
で
歩
く
こ
と
で
す
。

生
徒
会
長
と
し
て
の
今
年
の
抱
負

は
、
北
谷
中
学
校
の
生
徒
一
人
一
人

が
学
校
生
活
を
思
う
存
分
楽
し
め
る

最
高
の
一
年
に
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、僕
の
思
う「
北
谷
町
の
良
い

と
こ
ろ
」は
、
景
色
が
き
れ
い
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し
め
る
場
所
が
多

い
こ
と
で
す
。最
後
に「
未
来
の
北
谷

町
」は
、北
谷
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
る
観
覧
車
の
よ
う
な
大
き
な
シ
ン

ボ
ル
の
建
設
と
、SD

Gs

を
意
識
し

た
教
育
や
企
業
の
誘
致
な
ど
で
す
。

未
来
の
た
め
に
、
僕
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
学
校
で
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
今
年
の
目
標
は
、
生
徒
会

長
と
し
て
桑
江
中
学
校
の
み
ん
な
が

楽
し
く
、
そ
し
て
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
こ
と
と
、
桑
江
中
学
校

で
良
か
っ
た
な
、
と
み
ん
な
が
思
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
生
徒
一
人

一
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
北
谷
町
が
た
く
さ
ん
の

人
達
で
毎
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
好
き
で
す
。

気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
給

食
の
食
器
で
す
。な
ぜ
な
ら
、食
べ
づ

ら
く
、持
ち
に
く
く
、マ
ナ
ー
も
悪
く

な
る
感
じ
が
す
る
か
ら
で
す
。

最
後
に
ぼ
く
は
、
北
谷
町

が
た
く
さ
ん
の
人
達
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
！
そ
れ
が

こ
の
先
何
年
も
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

2022年
12月

定
例
会

令
和
5年
2月
20日

発
行

会
議

HPは
コ
チ
ラ
か
ら

C
h
e
c
k!

W
inter
冬
号

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  仲
地
泰
夫

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
82円

で
す
。
HPア

ド
レ
ス：

〒
904-0192   沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
1番
1号

TEL（
098）936-3382　

FAX（
098）936-9712

https://w
w
w
.chatan.jp/chogikai/ 北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
護
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
を
認
証

さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。
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